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研究成果の概要（和文）：「AはBだ」・「BのようなA」という形式で表現される名詞が名詞を喩える比喩に関し、喩え
られる語（A）・喩える語（B）のどちらに対しても関連の弱い特徴が、比喩の解釈として創発される現象（特徴創発）
の認知メカニズムを明らかにすることを目的として、実験を実施した。その結果、特徴創発のメカニズムとして喩える
語・喩えられる語それぞれの特徴に関する広範な意味探索が行われている可能性が示唆された。また、上記結果を踏ま
え、比喩理解支援システムの構築を行った。

研究成果の概要（英文）：The "feature emergence" is realized in comprehension of metaphors taking the form 
of "A (topic) is B (vehicle)" or "A (topic) like B (vehicle)".  Emergent features are not typically though
t of in relation to either the topic or the vehicle word alone, but come to mind as interpretations in met
aphor comprehension.  In this research, experiments were conducted to examine the process of "feature emer
gence".  The results of psychological experiments and an experiment using fMRI suggest that the process of
 feature emergence require searching for a wider range of semantic relationships for the topic and the veh
icle words.  Furthermore, based on the results, an computational model, which represents "feature emergenc
e" using interaction among features was applied to develop a support system of metaphor comprehension.
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１．研究開始当初の背景 
  「Aは Bだ」、「Bのような A」という形式で
表現される、名詞が名詞を喩える比喩におい
て，喩えられる語(A)と喩える語(B)との関連
が弱いにも関わらず、比喩の解釈として創発
（顕現化）される特徴（創発特徴）が存在し、
比喩理解において重要な役割を持つ事が指
摘されている（Becker 1997, Nueckles & 
Janetzko 1997, Gineste et al.2000 他）．例
えば，「薔薇のような生活」という比喩にお
いて，喩えられる語（生活）・喩える語（薔
薇）のどちらに対しても強い関連をもたない
「豊かな」という特徴が強調され，「薔薇の
ような生活」とは「豊かな生活」を意味して
いると解釈されるとき、この「豊かな」とい
う特徴は、比喩により創発された特徴（創発
特徴）である。 
 比喩理解を説明する理論として、Class 
Inclusion Theory (Glucksberg & Keysar 
1990), Structure Alignment Theory 
(Gentner & Wolff 1997)等が提案され、実験
による検討が行われているが、これらの理論
は喩える語または喩えられる語が持つ特徴
に基づいており、特徴創発が顕現化するメカ
ニズムについては説明していない。また、内
海（2000）,Terai & Nakagawa (2008、2012)
は、計算モデルにおいて、特徴間の影響関係
（特徴間の相互作用）を用いて創発特徴メカ
ニズムを説明しているが、シミュレーション
による検討が行われているだけであり、実験
によるメカニズムの解明は行われていない。  
 そこで,本研究では比喩における特徴創発
の認知メカニズムを解明することを目的と
し、心理実験を実施する。さらに実験により
得られた知見に基づき、計算モデルの改良を
行うと共に、モデルを応用した比喩理解支援
システムの構築を行う。 
 
２．研究の目的 
 既に構築されている比喩理解の計算モデ
ル（Terai & Nakagawa 2008）では、比喩理
解過程において喩える語または喩えられる
語に由来する特徴（非創発特徴）が、まず比
喩 の解釈として顕現化し、その後喩える
語・喩えられる語のどちらにも由来しない特
徴が、非創発特徴からの影響を相互作用的に
受ける事で、比喩解釈として顕現化する、と
の仮定に基づき、特徴創発を表現している。
そこで、この仮定の妥当性を検討すべく、比
喩理解における特徴創発に関する、比喩解釈
時間の影響・神経基盤・視覚的注意を検討す
ることを目的として、実験を実施した。 
 
３．研究の方法 
主に以下 3種類の実験を実施した。 
1. 特徴創発と比喩理解時間の関連に関す
る検討 

2. 特徴創発の神経基盤に関する検討 
3. 創発特徴生成時の視覚的注意に関する
検討 

 各実験に関する詳細は以下の通りである。 
 
（1）特徴創発と比喩理解時間の関連に関す
る検討 
 先行モデル(Terai & Nakagawa 2008, 2012)
では、特徴間の相互作用を用いて特徴創発メ
カニズムを説明している。この「特徴創発は
特徴間の相互作用に起因する」という仮定が
正しいのであれば、創発特徴は非創発特徴と
比較して、比喩の解釈として顕現化する際に
より長い時間を要することが考えられる。そ
こで、創発特徴と比喩理解時間の関連を実験
により検討した。 
被験者は大学生 56 名。「A is B」という形
式の比喩文 50 文、各比喩文に関する１〜5 個
の創発又は非創発特徴、またそれらと全く関
連の無いフィラー文 50 文を用いた。実験で
は、文（比喩文またはフィラー文）を提示し
た後、特徴（創発特徴または非創発特徴）を
提示し、その特徴が直前に見た文の解釈か否
かをキーボードのキーを押すことで回答さ
せた。比喩理解時間の影響を検討すべく、文
提示の時間に関し、長時間条件・短時間条件
の 2条件を設けた。長時間条件では 12秒間、
短時間条件では 3 秒間、文の提示を行った。 
 
 (2)特徴創発の神経基盤に関する検討 
 比喩理解の神経基盤に関わる先行研究に
おいて、左前頭葉・側頭葉の比喩理解への
関与が示唆されている(Rapp et al. 2004
他)。一方、新規比喩理解では慣習的比喩と
比較し、右半球での賦活がみられる 
(Ahrens et al. 2007)等、比喩理解におけ
る右半球での賦活は、課題の影響により異
なることが示唆されている(柴田他 2007)。
そこで，機能的核磁気共鳴画像法(fMRI)を
用いて，比喩理解過程における創発特徴に
関わる神経基盤を明らかにし、創発特徴を
比喩解釈として認識する際の右半球の関与
の有無を明らかにすることを目的として、
実験を実施した。 
 被験者は大学生・大学院生 10 名。「A は B
だ」という形式の比喩文 16 文、各比喩文の
解釈である創発特徴、非創発特徴、また比喩
文と関連のないフィラー特徴の3種類を用い
た。実験では、単語-特徴提示課題と、文—特
徴提示課題の２種類の課題を実施した。 
 単語—特徴提示課題では、比喩文に含まれ
る単語（喩えられる語（A）、または喩える語
（B））を 3.9 秒間提示した後、文の解釈であ
る創発・非創発特徴、またはフィラー特徴を
提示し、直前に見た単語が持つ特徴か否かを、
レスポンスボタンを押すことで回答させた。
一方、文—特徴提示課題では、比喩文を 3.9
秒間提示した後、特徴を提示し、特徴が直前
に見た文の解釈か否かを、ボタンを押すこと
により回答させた。また、両課題遂行中の脳
活動を、fMRI を用いて測定した。 
 
(3)創発特徴生成時の視覚的注意に関する検



討 
 前述した 2つの実験は、創発・非創発特徴
を比喩の解釈として認識する過程を対象と
した実験であり、自発的に創発特徴を解釈と
して生成する過程についての検討は行われ
ていない。そこで、自発的に創発特徴を比喩
解釈として生成する過程を対象とし、その過
程における喩える語・喩えられる語に対する
視覚的注意の変遷を明らかにすることを目
的として、実験を実施した。 
 被験者は大学生・大学院生２３名。「Aは B
だ」という形式の新規比喩文・慣習的比喩
文・字義通り文、各１５文を用いた。被験者
に文を提示し、文の解釈を思いつく限り多数、
口頭で回答させた。被験者は、新たな解釈が
思いつかなくなった時点で、キーボードのキ
ーを押す事で、文の提示が終了させ、次の文
提示へと進むよう教示された。また、課題遂
行中の口頭レスポンスを録音するとともに、
アイトラッカーを用いて被験者の視線情報
を測定した。 
 
４．研究成果 
 主に実施した3種類の実験に関する結果は
以下の通りである。 
 
(1) 特徴創発と比喩理解時間の関連に関す
る検討 
 創発・非創発特徴が、比喩文の解釈として
認識された割合に関し、比喩理解時間（文提
示時間）との関連を分析した。その結果、創
発特徴は長時間条件において比喩の解釈と
して認識される割合が高くなるのに対し、非
創発特徴は長時間条件において比喩の解釈
として認識される割合が低くなることが示
された。このことから、非創発特徴と比較し、
創発特徴の比喩解釈としての認識はより長
い時間を必要とすること、また、比喩理解を
長時間行うことで、非創発特徴の比喩解釈と
しての認識が抑制されることが示された。こ
の結果は、比喩理解において、まず喩える語
または喩えられる語に由来する非創発特徴
が解釈として顕現化し、その後、特徴間の相
互作用によって創発特徴が比喩解釈として
顕現化するとともに非創発特徴が抑制され
る過程を示唆している。 
 
(2) 特徴創発の神経基盤に関する検討 
 文—特徴提示課題における非創発特徴と創
発特徴に関する脳活動の賦活を比較したと
ころ、創発特徴において右中心前回により強
い賦活が見られた。一方、単語—特徴提示課
題においてはこのような傾向は見られなか
った。この部位は、刺激により引き起こされ
る注意のシフトと関連していることが示さ
れている（Corbetta & Shulman 2002）。この
ことから、左前頭葉・側頭葉において想起
される解釈（非創発特徴）だけでなく、新た
な解釈（創発特徴）を創発するための意味的
な注意のシフトが創発特徴処理において必

要とされていること、また喩える語・喩えら
れる語それぞれの特徴に関する広範な意味
探索が行われている可能性が示唆された。 
 
(3) 創発特徴生成時の視覚的注意に関する
検討 
 12.3 秒（解釈生成に要する平均時間）前か
ら特徴を回答した時点までの間の、喩える語
または喩えられる語に対する累積注視時間
に関し分析を行った。その結果、新規比喩文
において創発特徴を生成する際に、喩える
語・喩えられる語に対する累積注視時間が長
く、特に創発特徴を回答する８〜11 秒前に喩
えられる語を見ていることが示された。この
結果から、喩える語または喩えられる語に由
来する特徴から、喩えられる語に適応可能な
新たな特徴を解釈として創発すべく、創発特
徴生成過程において喩えられる語への視覚
的注意が増加している可能性が示唆された。 
 
 さらに、実験で得られた知見に基づき言語
統計解析に基づく比喩理解モデル(Terai & 
Nakagawa 2012)の改良を行い、モデルを応用
した比喩理解支援システムの構築を行った。
比喩理解支援システムは、喩える語・喩えら
れる語を入力することで、創発特徴を含む比
喩の解釈を出力すると共に、特徴間の相互作
用の程度を変化させることで、創発特徴の出
現率を変化させることができる。 
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